物件資料フォーマットの使い方

· 特徴

MS-エクセルで物件の資料を作るプログラムです。カスタマイズも出来ますので、オリジナリティー溢れる資料をお作り下さい。なお、宅建協会桐生支部のマルチメディア委員会で作成しましたが、このファイルによって生じた不利益等については一切の責を負いませんので予めご了承下さい。
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· プルダウンメニューからの入力

文字入力を極力少なくするために、プルダウンメニューから入力出来ます。
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セルをクリックした時に、下向きの三角が表示された場合、そのセルにはリストの内容が表示されます。目的の内容を選択して下さい。

· リストの変更

プルダウンメニューに、目的の内容が表示されない場合はリストの内容を変更する必要があります。
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行を見ると33から64へ飛んでいるのが分かります。これは34から63行までの間にリストのデータが隠されています。[image: image5.png]RS Smel SRR B e (BaE T
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2. 行番号64の左側に　+　マークがあります。クリックすると隠されているリストが表示されます。

3. リストの変更を行った後　－　マークをクリックすると元に戻ります。

· 関数に注意

物件概要に土地面積を㎡で入力すると坪数が表示されます。０．３０２５で計算し、小数点以下３桁で切り捨てとなっています。金額を入力すると坪単価が自動的に計算されます。こちらはROUND(切り捨て)を行うことなく小数点以下２桁までの表示としてありますのでご希望により桁数を変更して下さい。これらの自動計算はセルに数式や関数が入力されているために行われるものです。数式や関数が入力されているセルに入力する場合は十分にご注意の上入力して下さい。
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· 画像の入力は、デジカメの写真やスキャナーによる読み込みを行い、フォトショップエレメントなどのソフトで画像を加工して下さい。

· 画像サイズは横９４０ピクセル、縦７４０ピクセルまでが挿入出来ますので画像ファイルが複数ある場合は画像サイズを調整して下さい。

· できあがった画像は、挿入→図→ファイルからとクリックして、作成した画像を保存したフォルダから目的の画像を挿入して下さい。

· キャッチコピーなどの文章はワードアートやテキストボックスを利用すると良いでしょう。


重要


汎用のフォーマットを例に説明しましたが、土地用・建物用ともに使い方は同じです。


免責


宅建協会桐生支部および作者は本プログラムの使用により生じた不利益等は一切の責を負わないものとします。利用者の責任において使用してください。
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不動産業務の円滑化、ユーザーサービスの向上を目指しフリーとしました。








PAGE  
1

